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【化５】

　本件出願は、以下の構成の発明を提供する。
　（構成１）
　ヘキソシルトランスフェラーゼ酵素をコードする核酸を含む、腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成２）
　前記酵素が、ガラクトシルトランスフェラーゼ酵素である、構成1記載の腫瘍溶解性ウ
イルス。
　（構成３）
　前記酵素が、α1,3-ガラクトシルトランスフェラーゼ酵素である、構成1又は構成2記載
の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成４）
　腫瘍幹細胞マーカーに特異的な組換え結合ドメインを含む、構成1から3のいずれか1項
記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成５）
　複製制限されている、構成1から4のいずれか1項記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成６）
　アデノウイルス、ヘルペスウイルス、ワクシニアウイルス、麻疹ウイルス、ニューカッ
スル病ウイルス、自律性パルボウイルス、水疱性口内炎ウイルス(VSV)、又はレオウイル
スなどの、ヒト又は非ヒト起源のRNA又はDNAベースのウイルスである、構成1から5のいず
れか1項記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成７）
　アデノウイルスである、構成6記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成８）
　条件付き複製型アデノウイルス(CRAd)である、構成7記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成９）
　Ad5/3キメラウイルスである、構成8記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成１０）
　前記Ad5/3キメラウイルスが、ウイルス前初期(E1a)遺伝子の定常領域2(CR2)内の24塩基
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対欠失(Δ24)をさらに含む(Ad5/3-Δ24 CRAd)、構成9記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成１１）
　α1,3-ガラクトシルトランスフェラーゼをコードする核酸配列を含む、構成1から10の
いずれか1項記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成１２）
　Ad5/3-Δ24-αGT CRAd(CRAd-αGT)である、構成11記載の腫瘍溶解性ウイルス。
　（構成１３）
　医薬として許容し得る担体と組み合わせて、構成1から12のいずれか1項記載の腫瘍溶解
性ウイルスを含む、医薬組成物。
　（構成１４）
　静脈内、筋肉内、腹腔内、腫瘍内、皮下、経口、直腸内、膣内、鼻腔内、経粘膜、又は
経皮投与のために製剤化される、構成13記載の医薬組成物。
　（構成１５）
　新生物を有する個体を治療する方法であって、
i)少なくとも1つの癌細胞中で、構成1から12のいずれか1項記載の腫瘍溶解性ウイルスに
よって送達される内因性酵素を発現させて、細胞膜糖鎖付加を改変するステップと;
ii)前記腫瘍溶解性ウイルスの投与により、前記少なくとも1つの癌細胞の溶解を誘導する
ステップと
を含む前記方法。
　（構成１６）
　前記腫瘍溶解性ウイルスが、前記個体における少なくとも1つの癌細胞に感染するのに
有効な量で投与される、構成15記載の方法。
　（構成１７）
　癌を有する個体又は腫瘍を有する個体を治療することを目的とする、構成15又は構成16
記載の方法。
　（構成１８）
　治療を必要とする、癌を患う又は新生物もしくは腫瘍を有する患者に、構成1から12の
いずれか1項記載の治療有効量の腫瘍溶解性ウイルスを投与することを含む、癌を治療す
る方法。
　（構成１９）
　癌の治療における使用のための、構成1から12のいずれか1項記載の腫瘍溶解性ウイルス
、又は構成13又は構成14記載の医薬組成物。
　（構成２０）
　前記癌が、白血病(例えば、骨髄芽球性、前骨髄球性、骨髄単球性、単球性、赤白血病
、慢性骨髄性(顆粒球)白血病、及び慢性リンパ性白血病)、リンパ腫(例えば、ホジキン病
及び非ホジキン病)、線維肉腫、粘液肉腫、脂肪肉腫、軟骨肉腫、骨肉腫、血管肉腫、内
皮肉腫、ユーイング腫瘍、結腸癌、膵臓癌、乳癌、卵巣癌、前立腺癌、扁平上皮癌、基底
細胞癌、腺癌、腎細胞癌、肝細胞腫、ウィルムス腫瘍、子宮頸癌、子宮癌、精巣腫瘍、肺
癌、小細胞肺癌、膀胱癌、上皮癌、神経膠腫、星状細胞腫、乏突起神経膠腫、メラノーマ
、神経芽細胞腫、網膜芽細胞腫、異形成、及び過形成から選択される、構成15から18のい
ずれか1項記載の方法、又は構成19記載の腫瘍溶解性ウイルスもしくは医薬組成物。
　（構成２１）
　ヘキソシルトランスフェラーゼ酵素をコードする核酸を、前記腫瘍溶解性ウイルスのゲ
ノムに組み込むステップを含む、構成1から12のいずれか1項記載の腫瘍溶解性ウイルスを
調製する方法。
　（構成２２）
　前記組み込むステップが、クローニングを含む、構成21記載の方法。
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